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４　特に博物館見学時の「危機管理と安全教育」

宇宙教育指導者セミナーで使用されている PPT（平成 23 年版） 博物館見学を巡ってのメモ

　宇宙教育活動の基盤にすべき危機管理と、平素の宇
宙教育活動を通して大切にすべき安全教育について、
活動時の安全管理と安全管理責任と責任を、社会教育
基礎コースで説明している。
　博物館見学では、講座で説明している内容が極めて
重要になっている。

　平素の活動の場とは異なる活動の場である博物館等
の施設は、災害などに極めて高度な対応をしているが、
来館者としての指導者の役割には、平素以上に多くの
配慮が必要である。
　さらに集合から解散までの時間帯全ての時間におい
て、果たさなければいけない役割は大きい。

　平素の活動をどのように行っているかが、博物館で
の活動の「秩序と変化」を醸し出してくる。
　閉ざされた空間でなく、社会の目が多くある中で全
ての行動が注目される。
　指導者は、平素の活動の「評価」をうける側面があ
ることを意識したい。

　宇宙教育指導者セミナーでは、「危機管理と安全教育」を講座の全ての基盤においている。博物館見学も同様で
ある。宇宙教育指導者セミナーのベーシックコースの社会教育基礎コースでの講座 PPT に、博物館見学に関わる
補足を加えた。
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1-10ほんもの体験

宇宙教育指導者セミナーで使用されている PPT（平成 23 年版） 博物館見学を巡ってのメモ

　危機管理は、指導者全員が絶妙な協働をしなければ
いけない。管理責任を大きく問われている。
対応しなければいけない要素は大きい。
自然環境についても、多様な情報収集が必要である。                       

　計画の可視化が出発点である。
事前の指導者会議で、実施計画の共通理解が必要であ
り、指導者の役割分担の明確化が重要である。
　ブリーフィング、デブリーフィングも各組織の特色
あるものが必要であり、利用交通機関、見学先の博物館、
昼食場所等全ての関係機関との連絡体制を明確にする
必要がある。

　いつもと異なる活動の場では、不審者への対応も愁
眉である。
　博物館では指導者も、来館者の一人である。一般の
入館者、他の団体入館者も当然多い。博物館の関係者
と連携して不審者への対応が必要になる。
　名札や特定の服装（帽子の色や持ち物等）の工夫も
必要となる。

　集合・解散時の健康観察が極めて重要である。自己
申告と同時に複数の引率者で確認し記録を残したい。
　博物館には施設固有の職員が存在する。連携するこ
とが重要である。
　博物館に博物館見学計画やしおりも事前に届け、十
分なバックアップ体制をとって頂くことも重要である。
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1-11ほんもの体験

宇宙教育指導者セミナーで使用されている PPT（平成 23 年版） 博物館見学を巡ってのメモ

　事前の下見は十分に行い、見学計画に反映させたい。
下見時には博物館担当者との協議も十分に行いたい。
　最近は博物館のウェブサイトでの情報も豊富になっ
ている。
  これらを通して諸準備を徹底したい。参加者の事前の
健康状況、集合地点までの行動等も事前に把握したい。

　⑥～⑩の各項目は、当日の指導者のブリーフィング
で最終確認をし、万が一に備えて、諸計画を持参して
おくことによって、その的確な遂行ができるであろう。

　指導者自身が、博物館の物理的な環境展示内容等の
情報を事前に十分に収集・理解し参加し、子どもの博
物館見学の目標を十分に把握していたら、指導者の心
構えもしっかりできるであろう。
　指導者自身の心身の健康の維持も極めて重要である。

　博物館見学計画作成に時間をかけ、引率者が丁寧に
話し合うことによって、危険予知能力を培うことがで
きよう。
  見学計画の細案を作成することによって顕在危険、潜
在危険、そして遠在危険を考察することが可能となろう。
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宇宙教育指導者セミナーで使用されている PPT（平成 23 年版） 博物館見学を巡ってのメモ

　無償災害、いわゆるインシデント情報を如何に大切
にするかが重要である。
　私ども宇宙教育活動関係組織の指導者のバックグラ
ウンドは多くの場合多様であり、年齢層も幅が広い。
多様な経験を組織として共有することによって、上質
な指導者群を構成することができる。
  インシデント情報が語り合える組織でありたい。

　博物館見学時には、「早く見たい」「近づいてみたい」
「もっと見たい」等の要求 ･ 欲望 ･ 衝動が顕著になる傾

向がある。
　適切なグループ編成と、引率者の配置が必要である。
　博物館内には他の見学者も多い。そのなかで理想的
な行動を子どもに期待しなければいけない現実がある。

　博物館や公共交通機関等では、それぞれ場に必要な
「安全」が先取りされている。それぞれの場に設けられ

ているルールについて、指導者は参加者に指導しなけ
ればいけない。そのことが要請されている。学校教育、
家庭教育と調和しながら推進したい。

　博物館見学は占有状態で行われることは希である。
他の見学者を十分に意識しながら安全を意識させたい。
  規範意識、公衆道徳を見学行動のなかで意図的に自然
に学ばせたい。
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宇宙教育指導者セミナーで使用されている PPT（平成 23 年版） 博物館見学を巡ってのメモ

　博物館内では、グループで行動することが多いであ
ろう。
　平素の活動で大切にしている「安全に対する心構え」
をベースに、必要事項を簡潔に指導したい。
　集合時、移動時、入館時等と、それぞれの「機」に
応じた適切な声かけが重要である。

　(4) 野外活動と博物館の見学は共通する要素が大きい。
　博物館の立地条件は市街地にあったり、郊外にあっ
たり多様である。実地踏査等をふまえ計画段階での見
取りを十分に行いたい。引率者全員で実地踏査を行う
ことは理想であるが、指導者が多面的に事前に見取る
ことが大切である。

　応急時の対応は、必要に応じ、躊躇せずに交通機関、
博物館の関係者と連携を十分にとりたい。
　さらに、応急時の対応について引率者が複数であた
り、記録も簡潔にとりたい。
　保護者への連絡も重要な役割である。
　出発前の健康観察も大切である。

　博物館見学の場合も救急用具の携行が必要である。
  医療行為はできないが、行き先に応じた必要最低限の
用意はしたい。
　移動中の怪我などへの対応が必要な場合がある。
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宇宙教育指導者セミナーで使用されている PPT（平成 23 年版） 博物館見学を巡ってのメモ

　博物館での見学中の事件 ･ 事故においては、博物館
の関係者との連携が重要であるし、事前に万一の場合
の集合場所 ･ 担当者を明確にしておいたり、引率者相
互の連絡方法を事前に確認しておくことも重要である。
　保護者への連絡方法についても詳細に確認する必要
がある。
  事故者への対応と、他の参加者への対応とも的確にし
たい。

　博物館見学にも、レクリエーション保険を必ず掛け
たい。
　保険手続をする中で、関係書類、参加者名簿を整え
ることが必須であり、博物館見学の計画がより明確に
なってくることも重要である。

　上質な経験を重ねたい。可視化された計画をもとに、
簡潔な充実したデブリーフィングを実施し、博物館見
学の一件書類を整理し、「経験」を活かしたい。
　見学の感想文、保護者の声等も重要な反省資料である。
　新聞や各種刊行物など、各種マスコミで報道される
博物館情報も参考にしたい。

　参加者が無事家に帰って博物館見学の全てが終了す
る。可能なら見学した施設にもそのことを連絡したい
し、後日子どもの感想文も添え、見学のお礼をしたい
ものである。
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「危機管理と安全教育」講座の最後のスライドには、次のように記している。

　　　楽しく活動していた時間、楽しく過ごせていた時間、これらも僅かな不注意や認識不足で
　　　生起する事件・事故などで一瞬に消え去る。
　　　リーダー達（指導者）に寄せられていた 信用・信頼も不信 に変わる。
　　　その後の団体運営・経営（組織）は不可能に近くなる。

　　　そうならないように、努力を続けていただきたい。

（　　）内、附記
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